
うち・そとの仲間たちと学び育てよう！
里山の生き物と地域の未来

－おやじの料理教室・生き物ブランド・遊び・インターンシップ
等々、各地事例から学ぶ新視点－

東京農業大学学術研究員 出川真也



生き物の里と地域を育てる４つの視点

•地域に根ざした住民の日常的な活動の創出

•地域運営の視点（地域活性化の視点）

•保全と活用（活用による保全効果の最大化）

•外とのつながりづくりの視点



おやじの料理教室から里山･生き物保全活動へ

滋賀県近江八幡市の事例
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組織や世代を超えて協働・交流

近江八幡おやじ連

八幡山の景観を良くする会

白鳥川の景観を良くする会

琵琶湖湖畔の景観を良くする会

近江里山歩こう会

NPO法人日本食品リサイクルネットワーク関西支部

滋賀県立大学 地域共生センター

近江兄弟社学園小学校

竹林景観ネットワーク

竹文化振興協会

他府県自治体・大学・団体（官学産民１例：京都・竹カフェ）

いまさかPJ



近江八幡放置竹林～里山保全の現状

ボランティアによる間伐作業

豊臣秀次の居城跡石垣を犯す竹 ボランティアによる間伐作業



八幡山竹林間伐→水郷へ間伐材の移動



水郷の放置耕作地／葦地の植性の変遷

開墾初期の除草前の放置田圃 雑草・イバラの駆除

葦地にはびこるイバラ 葦と交代するススキ



水郷の中の放置田圃を開墾

水郷の中にある放置田圃（開墾初期）

水郷の中の放置田圃（開墾中期） 水郷の中にある放置田圃（整備後）

近江八幡市円山町の水郷地帯



次世代との八幡山・円山水郷・環境調査

円山町のくされだま 絶滅危惧種 ツルスゲ 円山町のツルスゲ群生湿地

滋賀県立大学の八幡酒蔵
工房での地域研修

八幡山での竹林景観ネット
ワクー調査

シンポジウムフィールドワーク
水郷の中州いまさかへの道中



ヤナギトラノオ

ねじれも

ノウルシ

どくぜり

ツルスゲ

クサレダマ

オグルマ

ヒメミキナ
コバノカモメ
ズル

サデグサ

いまさかエリアの絶滅種危惧種



いまさかＰＪ・水郷の放置田圃を再生活用

水郷の中にある放置田圃（整備中）

水郷の中にある放置田圃（整備後）

開墾初期 更地に戻す 田舟でいまさかへ

整地と畝立て さつま芋の苗植え 子どもたちの芋掘り体験



間伐竹の竹粉化～竹粉肥料

竹製造機パンダ粉

竹粉の鋤き込み

パンダによる集粉

竹粉の施肥キャベツ



間伐竹の竹粉化～竹粉肥料～施肥

竹粉製造機パンダ

竹粉の施肥

八山公園幡管理棟前に設置 八幡山竹林の孟宗竹使用 500ミクロンの竹粉を製造

水郷の元放置田圃 「いまさか」に施肥 竹粉の実証実験



竹構造材のハウス模型

竹粉の近江牛飼料への活用・竹ハウスづくり

大中牛・豚・鶏の飼料として 大中牛の子牛飼料として

竹粉&構造材の素材としての孟宗竹 間伐竹構造材 模型



間伐竹の生活の中での有効利用

バンブーオーケストラ バンブーハウス 竹リキシャ

竹粉青じそジュース 間伐竹の再利用 豊臣秀次の居城跡竹柵



高齢者元気！活き活きライフ
親父たちの竹取物語ＤＶＤ完成

豊臣秀次城跡石垣を侵食する竹史跡調査立ち入り禁止区域に密集

企画会議 急こう配の間伐作業

トヨタ環境活動助成プロ
グム2011の助成を受けて
制作しました



生き物をシンボルにした地域ブランド作り

神奈川県茅ヶ崎市 タゲリ米の事例













環境を利用した遊びと人材育成

NPO大地の事例 里山の保全と活用



・耕作放棄地や里山を緩やかに保全管理
・里山を利用した幼児子ども教室を開園
・意識の高い若手世代層が地域に移住し地域活性化



「大地」との出会い

これが私の息子です。



信州の豊かな自然と文化。
こうしたものを活かした生きる力を育む保育をしていきたい。
でも、なかなかこうした保育活動の魅力が地域で気付かれず活かされていない実態も。。。



フィールド中心部の丘陵地の里山林。周囲をリンゴ畑や水田に囲まれている。ナラ、ブナ
などの在来植生のほかカラマツ、スギ、キハダ等の人工林からなり、緩やかな管理が施
されている。この丘を中心に活動地の里山林が四囲に広がっている。





リンゴ畑跡地に生えてきたコナラの森

園児たちと植林したキハダの森
リンゴ畑跡地に生えてきたカラマツ林



里山環境を活かした「大地」の手作り施設の数々













子どもたち用に大きさ・高さを設
定した炭焼き窯

子どもたちとの里
山整備でえられた
薪。

本施設の冬季暖房
はすべてこの薪が
使われる。



保育日誌から







インターンシップ・フィールドワーク等の受け入れと活用

サービスラーニング・参加型アクションリサーチなど

大学の地域参加カリキュラムの活用













調査

構想

•本講演で取り上げた先進地の視察･もしくは講師招聘（２６年度）

検討

試行

•新規取組メニューの検討と試行実践（２７年度前半）

• ・住民独自で取り組むもの（生き物ブランド米など）

• ・行政で場を作るもの（おやじの料理教室など）

• ・住民・行政連携で取り組むもの（教育誘致・インターンシップ受け入れなど）

計画策
定と体制
整備

•実行計画の策定と実施体制整備（２７年度後半）

• ・検討･試行実践に関わった方々を中心に実行計画を策定、必要な人員配
置･施設利用計画･予算計画を備えた体制整備をすすめる

実施
•事業の段階的実施（２８年度～）

検証

評価

•取り組み評価検証と改定など（２９年度～）

※取り組み段階ごとに意識的に関連する学習･交流の機会を設け、
関係者合意形成を促すと共に、活動の高度化を図ってください。

取り組みを確実に進めるためのステップ案



• ①高い水準の知識と技術を持っている市民団体は、活動の目標を成功裡に達成できる可能性が高い。

• ②意思決定に向けて協力し合える市民は、変革をめざす活動に強い責任感と意欲をもって参加しつづけることができる。

• ③地域住民が実際に抱いているニーズを充足させようとする取り組みでは、そうでない活動に比べ、より多くの市民の協力が得られる。

• ④地域に根ざした活動に協力する専門家のうち、自分たちの役割をファシリテーター（学習支援者）として認識している者は、地域住民

に受け入れられやすく、信頼も得やすい。

• ⑤地元主導で行なわれる地域課題の解決手法は、行政の画一的な介入よりもよい結果を生み出す。

• ⑥成人の学習が住民組織の中の活動として行なわれることによって参加者の間で横のつながりが強まり、地域の課題の解決に向け

て効果的に活動できるようになる。

• ⑦通常の場合、フォーマルな教育は、社会変革をもたらすというよりも、社会の現状を維持する方向に働く。これに対し、ノンフォーマル

教育は社会変革、つまり、社会の現状を改良する（reform）、あるいは抜本的に転換させる（transform）ことを促すための目標に答えよ

うとするものである。

• ⑧民主主義の考え方によれば、人々が自分の運命を自分自身で決めようとする－つまり自己決定の努力をする－ことによって、自立

をめざした動きが起こりやすくなる。

• ⑨多くの地域社会には、才能やエネルギーの面から見ていろいろなタイプの住民が居住している。彼らが組織化されたとき、それらの

能力を地域社会の向上のために活用することができる。

• ⑩社会変革はボトムアップ方式ですすめられるべきである。なぜなら、ボトムアップ方式は住民が自分の考えを表明する場を保障する

ため、住民参画への強い動機づけとなり、地域社会に潜むニーズの把握、活動の計画と実施、地域づくりを民主的にすすめることに

役立つからである。

※（参考）E.ハミルトン10の命題


